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学 科 名 
入学定員 













講 座 名  
大講座名  主　　　要　　　分　　　野 
材 料 力 学  
機 械 力 学  
流 体 工 学  
熱　工　学 
動力熱工学 
切 削 加 工  
工 業 計 測  
塑 性 加 工  




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































昭41. 1. 2 助教授、講師が「助講会」を結成。
昭41. 5. 6 評議会が工学部移転を正式決定。








昭42.  7.10 経済学部学生自治会（302名）が内紛に抗
議して、半日の授業放棄。
昭42.  9.25 人事院が「処分不当」と判定。





































昭44. 1. 1 反日共系学生、正門前の国旗を焼き払う。













昭44. 2. 2～2.3 新樹寮寮生大会。
昭44. 2. 3 学生会館占拠を自主解除。
昭44. 2. 4 薬学部学生大会、スト権確立（振興会費問
題）。
昭44. 2. 5 教養部学生大会、スト権確立。
昭44. 2. 6 評議会、振り分け入学拒否を決定。
工学部自治会、大学当局へ大衆団交の開催
を申し入れ。
昭44. 2. 7 教養部、無期限ストに突入。
経済学部学生大会、スト権確立。
昭44.  2.  8 薬学部大衆団交連絡評議会。
文理学部文学科学生大会、スト権確立。
昭44.  2.10 文理学部文学科、無期限ストに突入。
昭44.  2.13 工学部学生大会（大学提案の全学集会
拒否）。
文理学部学科学生大会、スト権確立。















昭44.  2.27 教育学部学生大会、スト権確立。
昭44.  2.28 学長代行に竹内文理学部長就任。
工学部教授会、評議会へ団交要望書提出。
昭44.  3. 3 評議会、卒業式中止を決定。
昭44.  3.  7 全学大衆団交推進会議主催“総決起集会”。
昭44.  3.10 全学大衆団交推進会議学生、教育、文理、
教養、薬学部、事務室、大学本部仮事務局
（職員ホール）を封鎖占拠。
昭44.  3.11 評議会、学生との折衝委員会設置。
大衆団交推進会談“竹内学長代行弾劾集会”
開催。
昭44.  3.12 学長代行告示、不法占拠を解除せよ。
経済学部教授会、学長代行告示に反対。





昭44.  3.29 富山大学後援会解散決定。
昭44.  3.30 卒業証明書授与式、工学部では壮行会も実
施。
昭44.  4. 9 構内へ警官隊導入、封鎖解除。
文理学部学生１名逮捕。
昭44.  4.10 過激派学生、警官隊導入抗議集会。
経済学部学生、1名逮捕。






昭44.  4.16 教育学部無期限ストに突入。
工学部学生１名逮捕。
工学部学生大会、スト権確立。
昭44.  4.17 工学部無期限ストに突入。
昭44.  4.18 次期学長選挙、６月６日に実施と決定。
昭44.  4.21 新入生オリエンテーション。
昭44.  4.22 新入生に対する教科説明会、経済、薬学、
文理学部開けず。
昭44.  4.22～4.23 薬学部薬闘連, 同学部振興会問題で
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前学部長追求。
昭44.  4.24 教養部有志教官、学生と話し合い。
工学部学生大会、全教官に団交要求書提出、
「自主講座、自主実験を認めよ」。
昭44.  4.25 薬学部、前学部長と大衆団交。
昭44.  4.26 教養部教授会、５月１日から新入生の授業
開始を決定。
昭44.  4.30 教養部教授会、学長代行に全学団交に応じ
るよう要望書を提出。





昭44.  5.  2 学長代行の辞表を評議会受理せず。
昭44.  5.  7 教養部大衆団交。
昭44.  5.11 文理学部全学大衆団交推進会議議長、経済
学部の学生２名逮捕。
昭44.  5.12 団交推進会議主催“不当逮捕弾劾全学総決
起集会”。
昭44.  5.17 全学バリケード封鎖をめぐり、学生同士衝
突。
昭44.  5.21 ６月６目から新学長就任まで、三橋教授の
学長代行が決定。
昭44.  5.24 推進会議主催“全学総決起集会”。
昭44.  5.28～6.3 富山大学祭。
昭44.  5.28 団交推進会議の過激派学生、本部事務室な
ど再封鎖（正門、裏門、守衛所、本部事務
室、経済学部事務室）。
昭44.  5.29 工学部学生大会、スト解除決議。
昭44.  5.30 工学部授業再開。
昭44.  5.31 団交推進会議学生、薬学部全館再封鎖。
昭44. 6. 5 教育学部学生大会。
日共系、反日共系、両派、学生衝突。




昭44.  6.12 工学部学生大会流会。
昭44.  6.15 富山大学正常化推進父母連合、結成。
昭44.  6.18 後藤学長着任。









昭44.  6.23 ３学部長懇談会。
昭44.  6.24 学長、暴行事件後初の記者会見。
学長、教育・文理学部教授会に出席。
昭44.  6.25 学長、薬学、教養部教授会に出席。
富山県高校ＰＴＡ連絡協議会と富山県高校
長協会が学長宛に要望書の提出を決定。
昭44.  6.26 教育学部学生大会、全学大衆団交推
進会議学生の乱入により自然流会。
昭44.  6.28 後援会新執行部、学生へ6月30日の全学大
衆団交に出席拒否と回答。
昭44. 7. 1 全学大衆団交推進会議“６日父兄と学生の
討論会開催”を計画、多くの父兄の参加を
呼びかける。
昭44.  7.  2 大学問題対策本部発足（報道委員会、学生
委員会、制度委貝会）。
昭44.  7.  4 教養部教授会、大学立法反対声明を決議。
全学大衆団交推進会識（反日共系）と教
育学部学生自冶会（民青系）、総決起集会。
昭44.  7.  6 “父母・学生総討論集会”開かれる。
富山大学正常化父母連合理事会”で授業再
会の日程を発表（７月20日）。
昭44.  7.  8 大学絡争対策委員会合同会議で17～20日間
に学外で全学集会開催を申合せ。
昭44.  7.10 全学生に対し、全学集会参加を葉書で呼び
かけ。
昭44.  7.11 全学大衆団交推進会議“全学総決起集会”
全学集会粉砕大衆団交実現。
昭44.  7.12 大学問題対策本部“19・20日の両日富山市
公会堂で全学集会（団交）を開催”したい
旨文書で告示。
昭44.  7.  1 “第２回父母・学生総討論集会”。
昭44.  7.14 全学集会開催予定の富山市公会堂の使用を
断わられる。
昭44.  7.15 後藤学長ら大学首脳部、吉田知事と会談。
昭44.  7.16 大学問題対策本部合同委員会、全学集会の
延期を決定。




昭44.  7.18 富山市教育委25日に限り体育館便用を認め
る。
昭44.  7.19 全学集会（団交）25日開催を決定、全学生
に通知。
昭44.  7.22 教育学部構内で武装学生同士衝突、全学集
会の予備折衝不成功。
昭44.  7.24 全学集会の予備折衝不成功。
昭44.  7.25 “富大全学集会（団交）開催、学生が主導
権を争い、不成功に終わる。
昭44.  7.30 富山大学薬友会、大学立法粉砕集会。
薬学部助手会、大学立法反対声明発表。





昭44.  8.29 富山大学問題対策本部合同委員会、“９
月中に全学集会開催”を決定。
昭44.  8.30 薬学部集会物別れ
経済学部教官と学生との二者協議会開
催。




昭44. 9. 2 教育学部団交予備折衝（６日に学部団交）。
昭44.  9. 3 薬学部、文理学部理学科学生大会。
経済学部団交折衝（６日に学部団交）。
昭44.  9. 4 教養部教授会“大衆団交推進会議申し入れ
の学部団交を拒否”。
昭44.  9. 5 教養部学生大会（スト解除以前の授業再開
阻止）。
昭44.  9. 6 教育学部、経済学部団交（教育７日、経済
８日に団交再開）。
薬学部、文理学部理学科、学生大会。





昭44.  9. 9 教養部学生大会（スト解除否決）。
昭44.  9.12～9.13 経済学部学生大会“スト解除”。
昭44.  9.13 教育学部、薬学部団交。
文理学部学生大会（16日学部団交開催）。
昭44.  9.14 文理学部理学科化学專攻授業再開。
昭44.  9.16 経済学部学生大会（スト権否決）。
薬学部団交。文理学部文学科団交。
昭44.  9.17 経済学部授業再開。
昭44.  9.18 教養部学生大会（スト解除否決）。
昭44.  9.19 評議会、学生の妨害で流会。
昭44.  9.22 文理学部理学科団交物別れ。
昭44.  9.23 薬学部学生大会“スト解除”。
昭44.  9.24 薬学部授業再開。




昭44.  9.  2 理学科授業再開。
緊急評議会“経済学部人事問題”経済学
部教授会へ差戻す。
昭44.  9.29 文理学部文学科学生大会“スト解除動議”
廃案。


























昭44. 8. 8 学長見解を全学生に郵送。
昭44.  8.13 学生同士でバリケード攻防。
昭44.  8.17 “大学運営臨時措置法”施行。




昭44.  8.19 評議会“経済学部人事を条件付きで承認”。
昭44.  8.22 富山大学問題対策本部“全大学人4,000人
にアンケート発送”。
昭44.  8.23 父母連合総決起大会。
経済学部教授会、人事問題の結論持ち越
す。
昭44.  8.24 体育会学生、職貝ホール通用門の封鎖解
除。
昭44.  8.25 体育会系学生を中心に“富山大全学正常化
会議”結成。
昭44.  8.26 正常化会議学生、職員ら、正門、大学本部、
経済学部のバリケードを撤去。
昭44.  8.27 薬学部占拠学生が自主退去。
富大全学の封鎖解除。

























昭44. 2. 6 自治会、大学当局へ大衆団交の開催を要
請。
2.13 学生大会、大学提案の全学集会拒否。
2.17 自治会、教官に公開質問状。
2.19 学生大会。
2.22 学生大会、スト権否決。
2.28 工学部教授会、大学評議会へ団交要望書を
提出。
4.14 学生大会、スト権否決。授業開始。
4.16 学生１名逮捕。学生大会、スト権確立。
4.17 学生、無期限ストに突入。
4.24 学生大会、全教官へ団交要求書を配布。
5. 1 工学部教授会、「自治会の要求する大衆団
交」を拒否。
5.29 学生大会、スト解除を決議。授業再開。
6.12 学生大会流会。
紛争時、五福教養部に在籍の工学部生は377名
（35％）である。他学部の学生に比べて割りと多い
にもかかわらず工学部がさほどに紛糾しなかったの
は、紛争に関与していた学生が主に専門生を含む他
学部の学生であったことを示す。もっとも工学部学
生の中にも、「我々は大学当局を徹底的に追求し、
腐敗、堕落した官僚的機構を解体しなければならな
い」と叫んでいた過激な学生（本部占拠）も幾分か
はいたが、五福から離れていたこと、情報の伝達お
よび移動が今程に便利でなかったこと、ならびに学
生気質（文科系と工科系）等によるものと解される。
学生逮捕に始まった工学部無期限ストは約１カ月半
で中止された。
大学措置法は大学紛争を早急に収拾しようとの立
場から、応急の措置をとることを目的に制定された。
当時点（昭44.2）における紛争校は、国立38校、公
立７校、私立21校の計66校で、この法律が施行（昭
44.8.17）されると、紛争発生より６カ月以上経った
大学は「紛争５カ月と認定」され、学長は文相に紛
争状況を報告する義務を負うと共に、紛争収拾に必
要と認められる時は第７条に基づいて、大学全体ま
たは一部の教育、研究機能を６カ月休止することが
できる。紛争５カ月経過の重症校は、東京教育大、
東京外語大、神戸大、和歌山大、京都大、岡山大、
東京工業大、横浜国立大、大阪大、熊本大、お茶の
水女子大、東京水産大、広島大、長崎大、富山大、
大阪市立（公立）、中央大（私立）、関東学院大（私
立）の18大学で、これらの大学で尚、紛争が続くと
（経過９カ月、12月17日まで）、次には文相が「機能
停止（同法第７条２項）」命令を出すことができる。
これが適用されると、紛争学部の関係教職員は休職、
減俸となり、また学生はこの間、休学となって在学
期間に加算されず、奨学金も打ち切られる。さらに、
文相の停止命令が出てから３カ月経っても尚、紛争
が続いている場合には、大学、または学部の廃止手
続きがとられる。
富山大学における学園紛争もいまや政治闘争、反
体制闘争の色彩が強く、反体制活動家は富山大学を
北陸学生運動の一拠点と位置付け、全闘連などは本
学を反戦、反安保のトリデにすると表明している。
本部占拠の後に社学同の委員長も本学を激励に訪れ
ており、セクト同士の主導権争いも次第に活発化し
てきたこの時期に、上記の「大学措置法」が施行さ
れることになった。「大学の自治」を犯すものとし
３　工学部における紛争の収拾
工 学 部
表３　富山大学学部別在籍者数 
学　　部 
文　理　学　部 
教　育　学　部 
経　済　学　部 
薬　　学　　部 
工　　学　　部 
合　　計 
579
644
648
407
1,103
3,381
218
182
187
112
377
1,076
37.7
28.3
28.9
27.5
34.2
31.8
総学生数 
（名） 
教養部在籍者数 
（名） （比率） 
てとかく、悪評の高かった「大学運営臨時措置法案」
も、結果的には紛争拡大の抑止力となり、工学部は
昭和44（1969）年５月30日から、また五福地区でも
教育学部（同年9.8）、経済学部（同年9.17）、薬学部
（同年9.24）、理学部（同年9.26）と相次いで授業を
再開し、教養部も同10月24日の学生大会でスト権を
解除している。
顧みるに概して工学部のおける学生運動は、自治
会が大衆団交の際に掲げた以下の諸項目、すなわち
1）大学当局の移転の審議と移転運動の経過、
2）工学部の新設学科と中川残留計画、
3）移転用地、
4）移転関係機関への学生参加、
を見ても、さして不自然なものではなく、真に工学
部の将来を憂えての結果とさえ思える。
昭和26（1951）年、五福にまず教育学部が設置さ
れ、次いで経済学部が昭和32（1957）年に設置され
たが、かつて経済学部が文理学部から独立する際
（昭和28年）に、この新設の経済学部を何処に設置
するかが問題となった。経済学部の母体たる高岡高
商所在地の高岡市に設置せよとの意見と、予定通り
五福に設置せよとの意見に分かれ（文部省、大学、
地元）、結局、学部の意向を尊重して五福設置に落
ち着いたが、この時の確執、蟠りが尚、根強く残り、
その後の工学部の移転を著しく遅らす一因ともなっ
た。
文理学部五福移転年の昭和37（1962）年に文部省
係官が理科教育振興策を説明に来学し、その折に工
学部敷地の狭隘を指摘した。これを受けて工学部は、
学科増（10学科）とこれに伴う土地の拡張を検討し、
グラウンド敷地5,000坪を工学部隣接地１万坪と交
換ならびに買収してくれるよう高岡市、土地所有者
および財務局に申し入れたが、折合いがつかず交渉
は中断している。また、薬学部の五福移転が決定し、
準備の段階で後藤学長は工学部に移転の意向を打診
１　工学部移転のあゆみ
第４節　工学部五福移転問題の
停滞と進捗
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したが、この時点（昭和37～38年）では尚、工学部
は現地での拡大、発展を望んでいた。
昭和39（1964）年に薬学部が移転し、かつこの間
に電子計算機センター、学生会館、学生寮、アイソ
トープ実験室などが相次いで建設されて、五福がメ
インキャンパスとの色彩が次第に色濃くなってき
た。昭和39年５月、工学部は現地での拡大、発展を
断念して五福への移転を決議し、この旨を直ちに大
学本部に報告したが、学内で本格的に討議が始まっ
たのはこれより２年後の昭和41（1966）年１月から
で、評議会に特別委員会を設けて現地調査等を行い、
五福集中が望ましいとの報告が出たのは同年４月19
日である。評議会は同報告に基づいて移転の趣旨を
了承し、大学の方針として学長名をもって文部省、
国会議員、知事、県議会、富山、高岡両市長および
市議会等関係各方面に陳情した。文部省とは予算の
折衝もしたが、地元の意向が十分でないとの理由で
取り上げられず、同じ理由で昭和42年度も予算措置
はとられなかった。他方、昭和40（1965）年６月か
ら遅々として進まぬ移転問題に工学部同窓会は、同
会員と学生およびその父兄から成る「富山大学工学
部移転集中促進協議会」を結成し、文部省、衆参両
国会議員、県知事、市長、県議会議員等の各関係方
面へ陳情運動等を展開している。
大学は移転促進の一環として、昭和42（1967）年
７月、県議会に工学部の実情視察を依頼し、８月７
日に総務委員会および教育警務委員会委員の18名が
工学部を訪れている。
昭和42年８月～昭和43（1968）年３月、県出身の
国会議員６名に移転集中につき意見を求めたとこ
ろ、反対１名、跡地処理の条件を付した者１名、世
論に従うとした者１名、賛成３名であった。この結
果は、この時点での県民の考えがすでに五福集中に
傾いていたことを示唆するものと解してよかろう。
富山県知事は、昭和40年ころは前述の経済学部設
立時の事情もあって工学部の集中に反対していた
が、昭和42年には工学部跡地に経済高専か農業高専
の設置を文部省に申し入れ、通産省には国立試験場
の設置を要請している。一方、高岡市長はこれまで
一貫して移転には反対を表明していたが、昭和42年
６月24日、工学部跡地に他の学校、或は官公庁造営
物が設置されるならば移転について考慮しもよいと
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述べ、昭和43年１月の市議会でも同様の見解を表明
している。
昭和43年４月、文部省部課長と大学との会議
（設置予備会議）において、大学は「工学部集中移
転の教育上の必要性、現地の不適応性、将来発展の
為の土地の狭隘」等について説明し、当問題につい
て、本省の断を下すべき時期に来ていると力説して
いる。
昭和43年４月は自衛官が薬学部薬学科へ専攻生と
して入学した年で、これより大学は「学園紛争と工
学部統合」の両者の対応に追われる事となる。
工学部の移転に際しては、
1）工学部代替施設（官公の教育、研究施設）の
高岡への設置、
2）工学部の跡地処理、
3）五福における工学部敷地の確保、
の３問題を解決することが必要である。なかんずく、
3）については、昭和46（1971）年５月～昭和50
（1975）年３月にかけて後藤学長が、将来の工学部
移転を見越して、五福南東側隣接地６万6,175平方
メートルを買収しており、これが後年の財政逼迫の
折に、工学部の移転を可能とした一因ともなった。
さて、何よりもまず解決すべきは1）の代替施設
設置問題である。昭和50年ころ（林学長時）には産
業大学、北陸研究所、経営短大、コミュニティカレ
ッジﾞ案等種々の案が浮上し、富山経済短期大学部
を母体とする構想も出現したが、同教授会は当構想
への参加を拒否している。昭和50年、新たに「国立
高岡産業短期大学」構想が浮上し、大学、富山県は
この案を携えて文部省へ陳情した。その結果、「短
期高等教育機関設置調査経費」が昭和54年度予算に
計上され、同年４月には文部省に、佐野幸吉（名工
大、名誉教授）を座長とする調査会（学長、知事、
市長その他）が 設置され、短大の目的と役割、学
科構成や学生定員等の基本構想が検討された。
また、同年４月、富山県は小矢部川下水道処理計
画を説明の際、「二上地区に短大建設敷地の確保」
を検討すると約束した。この県の突然の設置場所の
変更表明は大学ならびに文部省を非常に困惑させわ
したが、この年は、これまで二転三転してきた代替
施設問題の基本路線が漸く敷かれ、先に光明の見え
始めた記念すべき年となった。
昭和55年度に創設準備調査費が計上された。大学
はこれより移転気運の醸成と昭和56年度の短大創設
準備費の獲得に向けて、各関係方面に運動を展開す
ることとなる。工学部教授会は五福地区移転を再決
議し、さらに大学評議会はこれを受けて全員一致を
もって工学部移転と短大設置の促進に向けて全学的
に支援し、協力体制で臨むことを確認、県にも直ち
にこの意向を伝へ、協力を要請している。学内には
部局長より成る「工学部移転促進小委員会」を設け、
柳田学長も機会あるごとに富山県経済同友会、ライ
オンズクラブ､ロータリークラブ等に赴き、協力を
要請している。
昭和56（1981）年は豪雪で、しかも８月には文部
省より財政逼迫を理由に、「大学および学部の新設
は認めず」との通達が出された年である。
しかし柳田学長、中沖県知事ならびに地元代議士
等の運動により、高岡産業短大の創設は別扱いとな
り、昭和56年度に創設準備費（初年度）が認められ
た。開学は昭和58（1983）年10月、学生受け入れは
昭和61（1986）年４月、設置場所は二上地区と日を
追って決定した。
次は2）の工学部跡地問題である。昭和56年11月
27日、中沖県知事は文部省大学局長に、「高岡産業
短期大学（仮称）の創設準備の取り進めについて」
（提案書）を提出している。要旨は、以下のような
ものであった。
1）富山大学工学部の移転が実施に移された場合
は、現工学部運動場用地の一部約5,000平方
メートルについて時価で譲渡することを条件
として関係機関の協議を勧められること。
2）富山県および高岡市は、現工学部運動場用地
の一部約5,000平方メートルについて譲渡の申
請を速やかに行うこととし、富山大学工学部
の富山市五福への移転統合を、工学部運動場
用地の協議が関係機関の間で終了した時点で
実施に移すことを了承するものとすること。
3）高岡市二上地区に高岡産業短大（仮称）を設
置する場合は、現富山大学工学部用地は富山
県および高岡市が時価で譲り請けるものとす
ること。
諸般の事情から、昭和57年度も創設準備費（２年
度）の段階で終わったが、昭和57（1982）年６月22
工 学 部
日、富山県議会および高岡市議会は工学部跡地の一
部購入を表明し、同年11月末に、国有財産北陸地方
審議会から譲渡の承認が下りている。かくして懸案
の「創設費」が、文部省技術教育課を中心に、文部
省首脳陣の絶大なる尽力と中沖県知事ならびに地元
政治家等の支援により、大臣折衝を経て大蔵原案に
盛り込まれ（昭和57年12月29日）、昭和58年度予算
に漸く、計上されるに至った。
残された問題は3）の工学部移転先敷地であるが、
幸いにも前述の後藤学長時代に買収していた五福南
東側隣接地約6,600万平方メートルの一部が移転先
と決まり、待望の鍬入れ式（工学部新営工事）が昭
和58年３月30日に挙行された。
昭和59（1984）年３月24日に第１期工事が竣工し、
同年９月27日に金属工学科、機械工学科および生産
機械工学科が移転、翌60（1985）年１月28日には第
２期工事が竣工し、同年９月30日より、工業化学科、
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化学工学科、電気工学科、電子工学科および事務部
が順次、移行した。
工学部が移転を決議してより21年余の歳月が流れ
た。この間、高度成長期には学部拡充の好機を逸し、
さらに財政再建、行政改革等の厳しい環境にも遭遇
したが、しかし五福統合は、今後工学部がさらに発
展するためには欠かせぬものであり、学部間の交流、
研究教育上の協力等その効果には計り知れないもの
がある。
擱筆に当たり、この苦難の21年を回顧、述懐せる
柳田学長の次の言葉が印象深い。
「一つの地域に立地する大学は、飽くまでも地域
在っての大学であり、またその地域は、大学在って
の地域である事を身を以て知らされた。」
以上、五福地区への移転問題について略記した。
詳しくは次の第４章を参照されたい。
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